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 冠動脈血行再建術を初めて受けた患者のレジストリ CREDO-Kyoto PCI/CABG Registry 
Cohort-2、冠動脈ステントのランダム化比較試験RESETとNEXTの 3コホートを、患者レベル
でデータを統合した。各患者に DAPT スコアを適用し、高スコア群（≥2）と低スコア群（<2）の 2
群に分けて比較した。1次エンドポイントはDAPT studyと同様に、虚血性エンドポイントは急性
心筋梗塞またはステント血栓症の複合エンドポイント、出血性エンドポイントは GUSTO 出血基




 低スコア群と比べ、高スコア群は虚血性イベントが多く（3 年累積イベント率 1.5% vs. 0.9%, 
P=0.002）、出血性イベントは少ない傾向（2.1% vs. 2.7%, P=0.07）にあった。心臓死、心筋梗
塞、ステント血栓症は高スコア群で多く（心臓死 2.0% vs. 1.4%, P=0.03; 心筋梗塞 1.5% vs. 
0.8%, P=0.002; ステント血栓症0.7% vs. 0.3%, P<0.001）、非心臓死とGUSTO severe bleedingは




の 1程度（PCI後30ヶ月時点の虚血性エンドポイントの累積発生率0.7% vs. 3.0%）しかなかっ



















  したがって、本論文は博士（医学）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、令和 2年 2月 18日実施の論文内容とそれに関連した試問
を受け、合格と認められたものである。 
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